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発した24。この教材による実践を藤田は公立小学校 6 年生 21名を対象に行い
（2014 年 5月 20~22 日）、筆者は指導教官として授業に参加した。 
 
【写真②】簡易塩田による塩づくり 












意義を次のように学習した26。100ml の鹹水から塩 6g、100ml の海水から塩
3g を取り出した後、児童の約 3 分の 1 が差（3g）は少ないと応えた。ここで
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6 ②：問題 5 の①㋐㋑㋒同様の学習を愛媛・広島で行う。 
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予想学習が可能となる（山形県：41位（184.4 日）、青森県：44位（169.0 日））。
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 その内容による授業を、藤田が授業者として、塩づくりをした 6 年生 21


















40 紙面の制約もあり本章は授業記録の提示を問題 1・2 に留めている。問題 1・2で児
童が思考できなければ、問題 3-7での思考も困難であろうから、前者の教育過程が不
成立であれば後者にその成立は期待できない。問題 1・2 と問題 3-7 とのこの関係も
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